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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では依然として設備投資に対する慎重姿勢が続いているも

のの、原油安・ドル高が一服したことで、企業の景況感は改善傾向にあり、堅調な雇用所得環境のもと個人消費の

回復が続く等、緩やかながらも景気の拡大基調が続いております。一方、中国では過剰設備、過剰債務問題が民間

投資の大幅な下振れや雇用所得環境の悪化等につながっていることで、停滞局面が続いており、欧州においても、

個人消費の減速感の強まりにより、景気回復の鈍化が続いていること等から、全体として先行き不透明な状況が続

いております。 

わが国経済は、雇用所得環境の改善傾向が継続しており、設備投資についても改善の兆しがあるものの、海外経

済の不透明感の強まりや円高進行による企業収益の悪化、さらに個人消費の低迷等による内・外需の不振から、い

まだ力強さを欠く状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、主力のポンプ事業においては、国

内市場については維持・更新等による底堅い設備投資の需要に伴い増加したものの、海外市場については中国経済

の減速に加え、円高による為替換算の影響等もあり低調に推移しました。また、電子部品事業においては、熊本地

震の影響等により、低調に推移しました。 

これらの結果、グループ全体として売上高は90億76百万円（前年同期比8.1%減）となりました。 

利益面につきましては、売上の減少並びに粗利率が悪化した結果、営業利益は７億44百万円（同23.7%減）、為

替差損２億91百万円の発生等により経常利益は４億87百万円（同53.8%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は３億47百万円（同47.9%減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① ポンプ事業 

ポンプ事業は、国内においては維持・更新等による底堅い設備投資の需要等から、ケミカル機器モータポン

プ、メンテナンス関連等が増加しました。海外においては、中国市場ではケミカル機器モータポンプ、電力関連

機器モータポンプ等が減少し、米国市場ではケミカル機器モータポンプ、冷凍機・空調機器モータポンプ等が増

加しました。 

その結果、売上高は76億98百万円（前年同期比6.5%減）、連結売上高に占める割合は84.8%となりました。ま

た、営業利益は、売上の減少並びに粗利率の悪化により、６億85百万円（同26.7%減）となりました。 

② 電子部品事業 

電子部品事業は、熊本地震の影響等により、売上高11億78百万円（前年同期比19.6%減）、連結売上高に占め

る割合は13.0%となりました。 

また、営業利益は、粗利率の改善並びに販売費及び一般管理費の減少により45百万円（同45.3%増）となりま

した。 

③ その他 

その他は、売上高は１億99百万円（前年同期比11.7%増）、連結売上高に占める割合は2.2%となりました。 

また、営業利益は、13百万円（同36.7%増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は197億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億52百万円

減少いたしました。これは主に現金及び預金が11億45百万円、受取手形及び売掛金が11億46百万円減少したこと

によるものであります。固定資産は102億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億47百万円増加いたしまし

た。これは主に有形固定資産が11億28百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、299億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億５百万円減少いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は48億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億74百万円

減少いたしました。これは主に短期借入金が５億76百万円減少したことによるものであります。固定負債は17億

４百万円となり、前連結会計年度末に比べ64百万円減少いたしました。

この結果、負債合計は、65億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億38百万円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は233億43百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億66百万

円減少いたしました。これは主に為替換算調整勘定が７億77百万円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は78.0%（前連結会計年度末は76.8%）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月９日に公表いたしました通期の業績予想

を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（平成28年11月７日）公表いたしました「平成29年３月期第２四半期連結累計期間の

業績予想値と実績値との差異及び平成29年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ10,706千

円増加しております。

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更） 

在外子会社の収益及び費用は、従来、それぞれの決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、在

外子会社の重要性が増加傾向にあり、かつ、近年の為替相場が著しく変動していることから、一時的な為替相場の

変動による期間損益への影響を緩和し、在外子会社の業績をより適切に連結財務諸表に反映させるため、第１四半

期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上高は87,012千円、営業利益は6,445千

円、経常利益は6,473千円、税金等調整前四半期純利益は6,473千円及び親会社株主に帰属する四半期純利益は

4,884千円それぞれ減少しております。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことに

より、利益剰余金の前期首残高は183,838千円減少し、為替換算調整勘定の前期首残高は同額増加しております。

なお、１株当たりの情報に与える影響は、軽微であります。 
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（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

- 4 -

株式会社帝国電機製作所（6333）平成29年３月期　第２四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,922,009 8,776,414 

受取手形及び売掛金 7,114,207 5,967,375 

製品 1,208,744 1,066,349 

仕掛品 1,945,215 1,970,295 

原材料及び貯蔵品 1,119,857 1,078,104 

その他 942,323 1,084,463 

貸倒引当金 △295,101 △238,145 

流動資産合計 21,957,255 19,704,856 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,489,776 3,816,347 

その他（純額） 4,346,457 4,148,493 

有形固定資産合計 6,836,234 7,964,841 

無形固定資産 464,766 441,860 

投資その他の資産 1,889,864 1,831,179 

固定資産合計 9,190,865 10,237,881 

資産合計 31,148,121 29,942,738 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,030,163 1,838,757 

短期借入金 1,093,159 516,408 

未払法人税等 196,576 192,065 

製品保証引当金 21,312 16,566 

賞与引当金 462,893 448,310 

厚生年金基金解散損失引当金 19,965 19,965 

その他 1,644,894 1,862,704 

流動負債合計 5,468,965 4,894,777 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,007,370 1,043,002 

その他 760,994 661,067 

固定負債合計 1,768,364 1,704,069 

負債合計 7,237,330 6,598,847 

 

- 5 -

株式会社帝国電機製作所（6333）平成29年３月期　第２四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,118,118 3,118,118 

資本剰余金 3,306,347 3,306,347 

利益剰余金 16,217,332 16,421,924 

自己株式 △9,726 △9,726 

株主資本合計 22,632,072 22,836,664 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 400,555 390,247 

為替換算調整勘定 1,023,937 246,662 

退職給付に係る調整累計額 △145,774 △129,682 

その他の包括利益累計額合計 1,278,718 507,226 

純資産合計 23,910,791 23,343,891 

負債純資産合計 31,148,121 29,942,738 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 9,875,313 9,076,361 

売上原価 6,158,455 5,705,416 

売上総利益 3,716,858 3,370,945 

販売費及び一般管理費 2,741,055 2,626,477 

営業利益 975,802 744,467 

営業外収益    

受取利息 10,478 4,651 

受取配当金 19,080 18,207 

受取賃貸料 13,246 13,860 

為替差益 25,059 － 

その他 32,923 21,502 

営業外収益合計 100,788 58,221 

営業外費用    

支払利息 19,344 16,629 

為替差損 － 291,415 

その他 1,353 7,151 

営業外費用合計 20,698 315,196 

経常利益 1,055,892 487,492 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 17,560 

投資有価証券償還益 － 32,385 

特別利益合計 － 49,945 

特別損失    

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 19,965 － 

特別損失合計 19,965 － 

税金等調整前四半期純利益 1,035,926 537,438 

法人税等 368,875 190,134 

四半期純利益 667,051 347,303 

親会社株主に帰属する四半期純利益 667,051 347,303 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 667,051 347,303 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △207,226 △10,308 

為替換算調整勘定 99,459 △777,275 

退職給付に係る調整額 6,717 16,091 

その他の包括利益合計 △101,050 △771,491 

四半期包括利益 566,001 △424,188 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 566,001 △424,188 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  ポンプ事業 電子部品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,230,469 1,466,409 9,696,879 178,434 9,875,313 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 8,230,469 1,466,409 9,696,879 178,434 9,875,313 

セグメント利益 934,709 31,222 965,932 9,869 975,802 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、特殊機器、健康食品及び人材派

遣事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 965,932

「その他」の区分の利益 9,869

四半期連結損益計算書の営業利益 975,802
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  ポンプ事業 電子部品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 7,698,611 1,178,390 8,877,001 199,359 9,076,361 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 7,698,611 1,178,390 8,877,001 199,359 9,076,361 

セグメント利益 685,592 45,382 730,975 13,492 744,467 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、特殊機器、健康食品及び人材派

遣事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 730,975

「その他」の区分の利益 13,492

四半期連結損益計算書の営業利益 744,467

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の

変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価

償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ

「ポンプ事業」で10,573千円、「電子部品事業」で133千円増加しております。 

 

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

「会計方針の変更」に記載のとおり、従来、在外子会社の収益及び費用は、当該子会社の決算日の直物為替相

場により円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に

変更しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間については遡及適用後のセグメント情報とな

っております。この結果、遡及適用を行う前と比べ、ポンプ事業において前第２四半期連結累計期間の売上高が

87,012千円、セグメント利益は6,445千円それぞれ減少しております。
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４．補足情報

生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

前年同期比（％）

ポンプ事業（千円） 7,190,524 △12.0

電子部品事業（千円） 1,178,427 △19.6

報告セグメント計（千円） 8,368,951 △13.2

その他（千円） 153,803 △6.4

合計（千円） 8,522,755 △13.1

 （注）１．金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注状況

当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

ポンプ事業 7,269,400 △25.1 6,661,770 △11.5

電子部品事業 1,119,428 △24.6 171,797 △29.4

報告セグメント計 8,388,829 △25.0 6,833,567 △12.0

その他 220,674 13.9 113,795 23.2

合計 8,609,503 △24.4 6,947,363 △11.6

 （注）１．金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

前年同期比（％）

ポンプ事業（千円） 7,698,611 △6.5

電子部品事業（千円） 1,178,390 △19.6

報告セグメント計（千円） 8,877,001 △8.5

その他（千円） 199,359 11.7

合計（千円） 9,076,361 △8.1

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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